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賀茂地域住民アンケート調査結果について説明いたします。
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・賀茂地域局では、「賀茂地域教育振興方針」に基づき、各市町と連携して、
「賀茂の教育」の基本理念：『賀茂の子』　を育てる取り組みを実施している。

・H30.12.18に静岡大学・静岡県立大学・静岡文化芸術大学と賀茂地域１市５町の
相互連携協定を締結。
○目的：互いの人的・知的資源等を活用して多様な分野で連携し、相互の発展
　　　　　並びに地域社会の持続的な発展、人材育成に寄与。
○連携事項：（１）人づくり、人材交流の活性化、「賀茂の子」を育てる環境づくり
　　　　　　　　（２）まちづくり、地域振興
　　　　　　　　（３）観光をはじめとした地域産業の活性化
　　　　　　　　（４）人口減少などによって生じる諸課題
　　　　　　　　（５）その他必要であると認めること

・連携や交流に向けて、活動拠点となる「賀茂キャンパス」を整備。
　総合庁舎だけではなく、賀茂地域全体が「賀茂キャンパス」と捉え、
　フィールドワークの聖地を目指す。
　※具体的な事業については、後ほど説明します。

・「賀茂の子」を育てる取り組みの検討を行うために、
　３年に一度アンケート調査を実施。幅広い世代を対象に調査を実施し、
　賀茂地域が新たな価値の創造・生き方のできる場所となり得る方法を検討する。
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・学生アンケート概要

対 象 者 ：賀茂地域（１市５町）の１９小学校、８中学校、３高校（分校含む）の

　　　　　　　　　それぞれ最高学年の児童・生徒

実 施 期 間 ：令和４年９月１日～９月15日

調査対象者数：1,085人　調 査 回 答 数 ：1,027人（94.7％）

調 査 方 法 ：各学校にアンケートを配布・回収

【ポイント】

・平成28年度より開始し、当時小学６年生だった児童が、本年度高校３年生となった。

　調査開始から３期連続で「15年後に賀茂地域に住んでいたくない」の割合が

 上昇している。

・経年比較をすると、小学６年生から中学３年生にかけて上昇する傾向がある。

　「中学校時に大きな心境の変化があるのでは」と伺える。
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・住民アンケート概要

対 象 者 ：賀茂地域（１市５町）の全住民

実 施 期 間 ：令和４年12月１日～12月28日

調 査 回 答 数 ：1,021人

調 査 方 法 ：学校、商工会等を経由し、アンケートを配布・回収

・二十歳の若者アンケート概要

対 象 者 ：賀茂地域（１市５町）の二十歳の集い対象者

実 施 期 間 ：令和４年10月１日～令和５年１月10日

調 査 回 答 数 ：169人

調 査 方 法 ：WEBアンケートにて実施。チラシの郵送やLINEでの周知。

　　　　　　　　　二十歳の集い当日に周知活動を実施（西伊豆町を除く）。

【ポイント】

・住民アンケートでは、「たくさんの人に地元に住んでほしい」と回答した方が83％に
対し、「自分の子や孫に住んでほしい」と回答した方は60％と乖離した結果となった。

・二十歳の若者アンケートでは、「賀茂地域に魅力を感じている」と回答した方は　
61％いるのに対し、「将来、賀茂地域に住んでいたい」と回答した方は全体の21％
にすぎない結果となった。
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・簡単に各アンケートの概要とポイントをお伝えしたが、
  それぞれ比較した結果がこちら。

　児童・生徒は、住んでいる地域より豊かな都会への進出。

　二十歳の若者は、生活に必要な仕事や環境の充実。

　地域住民（回答者のほとんどが大人）は、仕事のみならず、
　「やりがい」や「地域貢献」など幅広い目線で将来を考えている。

・各世代ごとの定住意識の把握と住民ニーズの調査を行った。
　賀茂地域局での「賀茂の子」を育てる取り組みは調査結果をもとに事業の
　企画・実施をしている。
　次頁からは、前回調査結果を踏まえて実施した事業を紹介。
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・令和元年度調査結果から、「地元で働く場所がない」や「やりたい仕事がない」、
　「若者が活躍できる場所がない」など仕事に関する意見が多く挙げられた。

・地元の仕事に着目し、これまで関わりのなかった分野の仕事について理解を深め
るとともに、将来の定住希望に繋げることを目的としている。

事業内容
（１）地域住民を対象とした施策
「地域で輝く賀茂のカリスマ『カモスマ！』」

この地域ならではの仕事や、自分のやりたい仕事、地域で活躍している人など業種
はこだわらず、賀茂地域で働く大人を取材。
活用方法：伊豆新聞下田版紙面にて掲載。地元ケーブルテレビで映像を放送。
　　　　　　県公式YouTubeチャンネルにて配信。

（２）学生を対象とした施策
「LIVE！カモスマ」
学生アンケートで人気が高かった職種において賀茂地域で活躍している方を取材。
活用方法：DVD映像を管内各高校など関係各所に配布し、進路指導等で活用。
　　　　　　　県公式YouTubeチャンネルにて配信。
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・賀茂地域全体を大きなキャンパスと捉えてもらい、フィールドワークなどで賀茂
地域を訪れてもらい、大学生と地域の児童・生徒が交流

・地域の子どもたちの進路意識や郷土愛を醸成、訪れた大学生が賀茂地域の素
晴らしさを感じることで交流人口や移住者増加を目的としている

・賀茂地域を訪れる大学生と地域の児童・生徒が交流する機会を創出する象徴
的な拠点として総合庁舎内に｢賀茂キャンパス｣を整備 

・拠点を整備すると同時にその運用調整等を行う「賀茂キャンパス活用推進委員
会」を設置。委員会では、大学・市町教育委員会、管内県立高校、県の関係機関
等で構成。個々の取組について情報共有を共有し、連携した取組を実施。
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いくつか具体的な事業を紹介

・未来を切り拓くDream授業・賀茂版

目的：中高生や大学生と地域住民の交流する機会を設けることで

　　　  地域の新たな気づきにつなげる

参加者：管内中学生24人、静岡県立大学生４人

内容：

（１）賀茂地域で活躍している大人による講義

（２）実技　フラワーアート、つけもの石deカーリング

（３）フィールドワーク　室岩洞(松崎町)、恵比須島(下田市)

・しずおか寺子屋IN賀茂

目的：大学生が身近にいない地元高校生が大学生と交流することで

          進路意識の醸成や地元の魅力を再認識。

参加者：管内小中学生約100人、静岡県立下田高校生21人、静岡大学生９人

内容：

（１）小中学生の学習支援

（２）大学生と高校生の交流

（３）静岡大学教授によるプレゼミ
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・「賀茂の子」づくりの取組は端的に言ってしまえば、「帰属意識の形成」

・今後の方向性としては、調査結果を踏まえて、
　（１）市町間や校種間における更なる連携
　（２）「賀茂のカリスマ」（かもすま）や「賀茂キャンパス事業」を引き続き活用し、地
域住民や学生のニーズに沿った事業の実施を検討します。
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・本日説明した「賀茂地域住民アンケート調査結果」について、
　令和５年３月10日（金）に県民向けの報告会を実施した。

・調査結果をまとめた報告書について、静岡県ホームページに公開すると共に、関
係機関へ配布を行う予定。
  現在、取りまとめ中のため、３月中には公開を予定しています。
公開した際には周知広報等に御協力お願いいたします。
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以上で発表を終わります。
ご清聴いただきありがとうございました。
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日 曜日 賀茂地域局 下田財務事務所 賀茂健康福祉センター 賀茂農林事務所 下田土木事務所

防災講座（下田高校）

14:50～15:35　下田高校

賀茂キャンパス活用プログラム
「静岡県立大学 社会人講座」
第26回講座

13:30～15:00 賀茂キャンパス

定例記者懇談会

9:30～ 賀茂キャンパス

行事予定表　（令和５年４月分）

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日
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日 曜日
農林技術研究所

伊豆農業研究ｾﾝﾀｰ
水産・海洋技術研究所

伊豆分場
賀茂広域

消費生活センター
賀茂地域

教育振興センター
伊豆観光局

13:30～14:00

特別法律相談

行事予定表　（令和５年４月分）

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日
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（案）

令和５年３月 24 日

定例記者懇談会資料

賀茂キャンパス活用プログラム「静岡県立大学 社会人講座」第 26 回講座

（要旨）

「静岡大学、静岡県立大学、静岡文化芸術大学と賀茂地域１市５町の相互連携に関す

る協定」に基づき、賀茂キャンパスにおいて、静岡県立大学による「観光人材育成のた

めの社会人講座」の第 26 回講座を令和５年４月 21 日（金）に実施する。

※参加費は無料、毎月１回開講予定（単発の参加可）

（概要）

※新型コロナウイルス感染症対策（３密の防止、出席者のマスク着用、検温、手指消毒等）に十分留

意した上で実施します。

※当日受付にて検温を実施しますが、37.5 度以上の発熱があった場合は出席をお控え願います。

※感染拡大の状況によっては、開催を延期又は中止とする場合があります。

担 当 ： 賀茂地域局地域課

連絡先 ： 0558-24-2204

（賀茂地域局）

日 時
第 26 回 令和５年４月 21 日（金） 13:30～15:00

※毎月１回継続実施

会 場

静岡県下田総合庁舎別館２階 賀茂キャンパス

※別館１階玄関からお入りください。

※駐車場台数に限りがあるため、公共交通機関の利用・車の乗り合わせに協力願います。

内 容

講師：静岡県立大学大学院 八木 健祥 経営情報イノベーション研究科長

兼ツーリズム研究センター長

『人はなぜ温泉に行くのか(その 1)』

対 象 県民（定員 48 人）

参加費 無料

申 込
QR コード からの申込、もしくは、

静岡県立大学ツーリズム研究センターのメール：trc@u-shizuoka-ken.ac.jp、

又はＦＡＸ：054-264-5476 に氏名、所属、電話番号を記入の上お申込みくださ

い。

※定員に達した場合は、参加をお断りすることがあります。

問合先

賀茂地域局地域課 電話：0558-24-2204

主催：静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究科付属ツーリズム研究センター

共催：静岡県賀茂地域局
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FAX QR
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令和５年３月 24 日

定例記者懇談会資料

防災講座の開催

（目的）

賀茂地域局危機管理課では、防災における「自助・共助・公助」の基本を

踏まえた地域防災力強化のため、自主防災組織、教育機関、ボランティア組

織等、地域の防災を担う組織と連携して、防災講座や連絡会議等の開催、訓

練・研修等を実施している。

（概要）

（計 １回）

・新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、中止又は延期の可能性があります。

（お願い）

学校での防災講座を取材する際には、各学校まで取材を行う旨をご連絡く

ださいますようお願いいたします。

講座の内容については、変更になる場合があります。

講座の内容に関するお問合せは下記担当までお願いいたします。

担当：危機管理課 森（連絡先：0558-24-2004）

（賀茂地域局 危機管理課）

実施日時 実施場所 実施対象 内容等 備考

４月 17日（月）

14:50～15:35

下田高校（下田市） １・２年生 未定
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